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x > 0で定義された関数 f(x) =

∫ e

1

tx−1 log t dtを考える. ただし, log tは tの自然対数とし, eは自然対数の底とする.

(1) f(x)を求めよ.

(2) x > 0において, 関数 g(x) = x2f(x)− x2 の極小値, およびそのときの xの値を求めよ.
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(2) x > 0において, 関数 g(x) = x2f(x)− x2 の極小値, およびそのときの xの値を求めよ.
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(2) (1)より g(x) = (x− 1)ex + 1− x2 となるので,

g′(x) = ex + (x− 1)ex − 2x = x(ex − 2)

よって右の増減表を得る.

g(log 2) = (log 2− 1)2 + 1− (log 2)2 = −(log 2)2 + 2 log 2− 1

= −(log 2− 1)2

なので, g(x)は x = log 2のとき極小値 −(log 2− 1)2 をとる.

x 0 · · · log 2 · · ·
g′(x) − 0 +

g(x) ↘ ↗
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